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以下の設問に，テキストを調べたり実験で使用したプログラムを読んだりして答えよ．
問1
 プロジェクトで使用するファイル

実験で作成しているプロジェクトでは，以下のファイルを使用している．それぞれの役割を答えよ．
1. sfr62a.h

[









]

2. ncrt30.a30
[









]

3. sect30.inc
[









]
問2
 使用するMRC16Cのレジスタ(SFR)
実験で使用しているsfr62a.hでは，次のような機能に対応した特別なレジスタ(SFR)に対応する変数が用意されている．センサーラボのハードウェアではそれぞれはどんな機能を有しているか．そのアドレスは何番地か．


何番地

M16C/62Aでは何をするものか(何に使えるか)簡単に説明すると
1. ta0
[
h番地] [








]

2. ta0mr
[
h番地] [








]

3. ta0ic
[
h番地] [








]

4. ta2
[
h番地] [








]

5. ta2mr
[
h番地] [








]

6. ta2ic
[
h番地] [








]

7. udf
[
h番地] [








]

8. tabsr
[
h番地] [








]

9. p1
[
h番地] [








]

10. p3
[
h番地] [








]

11. pd1
[
h番地] [








]

12. pd3
[
h番地] [








]
問3
タイマーの設定詳細
実験で使用しているM16C/62Aのタイマーには，レジスタ（SFR）の設定によって４種類の使用方法(モード)がある．このうち，授業ではタイマーモードとパルス幅変調（PWM）モードの２種類を使用する．この課題4では，特にタイマーモードだけ考える．１１本あるタイマーにはそれぞれにタイマーモードレジスタ（ta0mrやta2mr）が存在し，どのモードで使用するか選択する．タイマーモードレジスタのそれぞれのビットには次の機能を割り当てられている．下記空欄に各ビットの説明を書け．













問4
タイマー機能の使い方
　次の文章の空欄を埋めて，各機能の使い方を説明する文章を完成させよ．

(1) タイマー0を，タイマーモード，パルス出力なし，ゲート機能なし，カウントソースをf32(32分周)として使用したい．このためには，まずタイマー0用のモードレジスタ①[     ]に，二進数の値②[           ]B，つまり16進数では③[     ]Hをセットする．

(2) 次にta0にタイマー値をセットしてから，タイマーをスタートさせる．スタートの合図は④[     ]のビット0に1にセットすることである．(1)で設定されたカウントソースの周期×タイマー値の時間間隔でタイマー計測されることになるため，16MHz(周期62.5ナノ秒)で動作するCPUならば，(1)で設定した32分周の場合には62.5×32=2000ナノ秒，つまり2マイクロ秒間隔となる．

　もしもta0のタイマー値が4999(つまり5000-1のこと)だったとすると，タイマーがスタートした⑤ [     ]ミリ秒後に，タイマー終了の合図として⑥ [     ]の値が⑦[     ]になる．
(3)　では1ミリ秒後にタイマーを終了させるためには，タイマー0のモードレジスタの値が同じく③[     ]のとき，ta0に⑧ [     ]をセットする必要がある．
(4)　実際のプログラムでは，⑥[     ]を監視しながら，繰り返しタイマーを使用する．つまりタイマーがスタートして指定時間後に⑥[     ]が⑦[     ]になった後，自分で(プログラム上で)⑥[     ] を⑨[     ]に戻さないといけない．そうすることで，再び指定時間後に⑥[     ]が⑦[     ]になるのを待つことができる．

（ちなみに，割り込みを使用した場合には，割り込み受付時に⑥[     ]が自動的にクリアされる．）
b7





b0





ta0mr





動作モード選択





0 0: [             ]


1 1: [             ]





パルス出力機能選択





0: [             ]


1: [             ]





タイマーモード時にはゲート機能選択








0 0: [             ]





PWMモード時 8bit/16bit選択　タイマーモードでは0固定





1 : [            ]





カウントソース選択ビット(空欄にはCPUのClockが16Mhzとして)





0 0: 周波数[      ] Hz  周期[      ] 秒


0 1: 周波数[      ] Hz  周期[      ] 秒


1 0: 周波数[      ] Hz  周期[      ] 秒


　　　※f1とは1 分周，f8は8分周，f32は32分周のこと


	n分周とは，元の周波数を1/nにしたもののこと．





ta0をタイマモードで使用した時





b0





b15





ta0





内部カウントソースをカウントする値








カウントソースをf32としたとき，80ミリ秒の時間のタイマーにしたいときには，[              ]を設定する








